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健康福祉委員会に付託されました、議案３件の審査の経過と結果について、主な質疑を

中心に御報告いたします。 

 

 最初に、第７６号議案「平成２４年度藤枝市一般会計補正予算（第２号）」のうち、本委

員会に分割付託されました費目について、申し上げます。 

 

 初めに、「歳出３款１項３目 知的障害者福祉費の知的障害者入所施設整備事業費補助

金は、社会福祉法人 天竜厚生会が入所施設を移転改築することに対する補助金ということ

であるが、今後、この補助金が増額になることはあるか伺う。」という質疑があり、 

 これに対して、「今回の補助金は、施設の整備に関する補助金であり、１，０００万円を

上限としているため、増額になることはない。しかし、この施設が本市にとって、将来的

に地域福祉を底上げしていくために欠かせない施設であり、また、今後、相談支援事業等

について連携を図っていくことから、運営費補助という形の中で、利子補給ができるかを、

現在、検討しているところである。」という答弁がありました。 

 

 次に、「この入所施設の入所対象者について伺う。併せて、入所対象者への対応はどのよ

うに行われているか伺う。」という質疑があり、 

これに対して、「入所対象者は、入所を希望している在宅の人が中心となり、既に市外の

施設に入所している人は、対象外である。また、志太榛原圏域全体が対象になるため、藤

枝市のほかに、焼津市及び島田市等の待機者も対象者に含まれる。 

現在、待機者名簿に登録されている１６名、駿遠学園の過齢児の施設に入所している３

名及び入所を考えている４名を含めた、合計２３名に対して、個別に面談を行っており、

その中で、入所希望の確認を行っているところである。」という答弁がありました。 

 

 次に、「３款３項１目 児童福祉総務費の保育コンシェルジュ事業費について、どのよう

な効果を期待しているのか伺う。」という質疑があり、 

 これに対して、「保育コンシェルジュという保育案内人を窓口に置くことにより、保育サ

ービスの内容や幼稚園の情報などの多様な情報を、個々のニーズに合わせて提供すること

ができるようになり、入所の適切な案内、ひいては子育て支援につながるものと考える。」

という答弁がありました。 

 

 次に、「保育コンシェルジュ事業による新規雇用者は、採用について条件があるか伺う。」

という質疑があり、 

これに対して、「保育士資格を有することを条件としており、元市立保育園保育士を採用

する予定である。」という答弁がありました。 

 

 次に、「３款３項５目 こども家庭相談費の養育支援家庭訪問事業費及び発達支援事業

費について、それぞれ専用車を購入するとのことであるが、その必要性について伺う。」と

いう質疑があり、 

 これに対して、「養育支援家庭訪問事業では、虐待リスクの高い家庭への訪問を行ってお

り、現在、約５０件の家庭を、それぞれ１週間に 1 回、２台の車両を使い、ほぼ毎日の訪

問を行っている。今回、２台所有している車両のうち、１台が老朽化しているため、更新
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するものであり、支援体制の強化のためには必要であると考える。 

 また、発達支援事業については、発達に課題を持つ子どもの検査、相談を行っているが、

１ケースにつき、検査からフィードバックまで丸１日を要している。また、親の発達障害

についての理解が高くなってきていることから、検査件数が非常に伸びてきており、ほぼ

毎日、巡回を行っている。現在は、集中管理の公用車を利用しているが、より一層の効率

化及び支援体制の強化を図るため、新規に専用車を購入するものであり、必要であると考

える。」という答弁がありました。 

 

次に、「４款１項４目 予防費について、不活化ポリオワクチンの予防接種に伴う委託料

の内訳を伺う。」という 質疑があり、 

これに対して、「ワクチン代５，４５０円のほかに、初診料２，７００円、乳幼児加算額、

注射料金を合わせ、３カ月から３歳未満は１万１，０５７円、３歳以上は９，６９２円の

単価で、委託料を計上している。」という答弁がありました。 

 

次に、「今後、不活化ポリオワクチンの単価が下がる見込みはあるか伺う。」という質疑

があり、 

これに対して、「ワクチンが非常に高額であることから、厚生労働省が、単価を下げるよ

うに要請をしているが、実際に単価がどのくらい下がるという情報は、現段階では、まだ

入っていない。しかし、今後、単価を変更する可能性があるということは伺っている。」と

いう答弁がありました。 

 

以上のような審査を経て、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定

いたしました。 

 

 

 次に、第７７号議案「平成２４年度藤枝市介護保険特別会計補正予算（第１号）」及び 

第８１号議案「静岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更について」、申し上げます。 

 

質疑もなく、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 

 以上、御報告いたします。 


